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【韓国】 独島領土守護対策特別委員会の活動期間を再延長  
海外立法情報課・藤原 夏人  

 
＊2011 年 6 月 29 日、韓国国会本会議において「独島領土守護対策特別委員会活動期間延長の

件」が可決された。これにより、同年 6 月 30 日に終了予定であった同委員会の活動期間が、同

年 12 月 31 日まで再延長された。 

 
 

同委員会の活動期間が延長されるのは、2010 年 12 月に引き続き 2 回目である。同

委員会のカン・チャンイル委員長は今回の活動期間再延長の理由について、「独島に対

する日本の反復的で不当な領有権主張に対し、断固として対応し、政府の独島領土守

護対策の点検を通じた実効的支配の強化のため」と述べた。 

活動期間の再延長に先立ち、2011 年 6 月 23 日に第 9 回独島領土守護対策特別委員

会が開催され、同委員会のこれまでの活動及び今後の活動について、各省庁からの報

告と出席委員による質疑が行われた。その中で、日本の市民団体等から韓国の自治体

に対して、姉妹都市等の協力関係にある日本の自治体に歪曲された教科書を採択しな

いよう働きかけて欲しいという要請があったことが取り上げられた。韓国の自治体が

その要請に応じていないことが問題とされたため、同委員会が行政安全部及び韓国の

各自治体に協力を求める公文を送付することが議論された。また、様々な政府機関が

作成した竹島（韓国名：独島）に関する広報物の内容に齟齬があることが指摘され、

その調整も課題とされた。その他にも竹島に関する副教材の小学校への配布、「独島体

験館」の立地選定、留学生ネットワークの活用、竹島及び周辺地域の国立公園指定等、

様々なテーマについて議論された。 

 第 9 回委員会の最後にカン・チャンイル委員長は「次の会議は前回会議で議決した

とおり、独島で開催する」と述べた。  
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